











1)	調査の実施：平成 21 年 9 月～ 11 月　調査対象短大毎に「質問紙調査」の一斉実施・回収
2)	調査の対象：全国 48 短大
　（北海道 3　東北 3　関東 6　東京 3　中部　9　近畿 6　大阪 2　中四国 1	九州沖縄 17）の





























　授業以外の活動に関して、全体では「友達との交際｣ や ｢趣味｣ に特に力を注ぎ、また、｢サークル・



















































　まず、「授業に関係する勉強」に力を注ぐ学生は、7,859 人中 5,019 人と多数派で、その内 86.8%が、
将来の仕事を選ぶ上で「短大や進学先で得た知識・技能の活用」を重視していた（表３）。逆に、力
を注いでいない学生（530 人）で、同項目を重視する割合は 54.6％に留まった。平均値でも、高評価
































業 (3.66)」「ｂ：豊かな教養を身につける授業 (3.46)」「ａ：選択できる授業の多様性 (3.38)」「ｅ：学
外体験（実習やインターンシップ）の機会 (3.28)」であった（表５）。これらは、それ以外の「ｈ：














手助け (3.30)」「ｍ：教員の専門分野に触れる機会 (3.30)」「ｋ：就職や編入学など進路選択の励まし (3.20)」
「ｑ：進路や悩みなどを気軽に相談できる体制 (3.19)」「ｒ：部活・サークル・イベントなど学生同士















































　　16 ～ 18 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（１）　課題番号 16330170）研究成果報告書
安部恵美子、小嶋栄子 2010「『在学生調査』からみた長崎短期大学の教育　～全国調査との比較か
　　ら見えた本学教育の傾向と対策～」『研究紀要』第 22 号、長崎短期大学
【本稿は、大学教育学会第 32 回大会 (2010.6.5) 口頭発表「短期大学の学生調査　―キャリア教育・職
業教育の探究―（その１）（その２）」（安部恵美子、吉武利和（香蘭女子短期大学）、吉本圭一（九
州大学）、河野睦美、小嶋栄子、末松泰子（東海大学福岡短期大学）で発表した内容の一部に加筆修
正したものである。】
注１：本報告で使用したデータは、平成 21 年度科学研究費補助金「短期大学教育とステークホルダー
に関する総合的研究」（基盤研究（Ｂ）課題番号 21330195、研究代表者：安部恵美子）の助成を受け
て行った調査のものである。データの数値は 2010.3.31 現在の速報値である。
注２：ここの比較で使用した卒業生のデータは、安部恵美子他 2008 の調査結果から抽出している。
